
幼児期から児童期にかけての教育の構造等

教育の目的・目標

○教育の目的の共通性

「人格の完成」

幼児期を含め、
・個人として
・社会の構成員として

あるべき理想
の姿を目指す

○幼小教育の目的の連続性・一貫性

幼‥ 生涯にわたる人格形成の基礎を培う。
このため、
①義務教育及びその後の教育の基礎を
培う。
②幼児の健やかな成長のために適当な
環境を与えて発達を助長。

小‥義務教育のうち基礎的なものを施す。

○幼小教育の目標の連続性・一貫性

幼小の教育目標は、連続性・一貫性をもって
構成

○「学びの基礎力」育成の留意点

＜学力の３要素＞
・基礎的な知識・技能
・課題解決のために
必要な思考力、判断
力、表現力等
・主体的に学習に取り
組む態度

○教育要領、保育指針、学習指導要領
・内容・方法には発達の段階の違いに起因する「尊重す

べき違い」がある。

・ただし、「尊重すべき違い」の理解・実践は目的・目標
が連続性・一貫性をもって構成されているとの前提に
立って行われなければならない。

・このため、
①幼児期における教育要領等に基づく教育は、児童
期の学習指導要領に基づく「その後」の教育の内容
の深さや広がりを十分理解した上で行われること

⇒今の学びが「どのように育っていくのか」を見通し
た教育

②児童期における学習指導要領に基づく教育は、幼
児期の教育要領等に基づく「それまでの」教育の内
容の深さや広がりを十分理解した上で行われること

⇒今の学びが「どのように育ってきたのか」を見通し
た教育

が求められる。
・こうした取組は、幼小の教育において、一方が他方に
合わせるということではないことに留意することが必要。

教 育課程 教育活動

幼
児
期
か
ら
児
童
期
の
子
ど
も
の
特
性
に
応
じ
た
教
育
の
展
開

（直
接
的
・具
体
的
な
対
象
と
の
か
か
わ
り
）

【人とのかかわり】

【ものとのかかわり】

・自分とのかかわり
・他の人・集団とのかかわり

・自然とのかかわり
・身の回りのものとのかかわり

言葉や表現

幼
小
の
教
育
を
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な
が
り
」と
し
て
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ら
え
る

幼小の教育＝「学びの基礎力」
の育成

言葉や表現

・発達の段階の違いからくる「尊重すべき違い」
・ただし、幼児期から児童期にかけては円滑な

移行ができるよう、以下の取組が必要。

（※１）・「学びの自立」‥自分にとって興味・関心があり、価値があると感じられる活動を自ら進んで行うとともに、人の話をよく聞いて、それを参考にして自分の考えを整理したり、さらに考えを深めたりして、自分の思いや
考えなどを適切な方法で表現できること。
・「生活上の自立」‥生活上必要な習慣や技能を身に付けて、身近な人々、社会及び自然と適切にかかわることができるようになり、自らよりよい生活を創り出していくこと。
・「精神的な自立」‥自分のよさや可能性に気付き、意欲や自信をもつことによって、現在及び将来における自分自身の在り方や夢や希望をもち、前向きに生活していくことができること。

（※２）「教育の目的・目標」→「教育課程」→「教育活動」という流れに加え、実際には「教育活動」から「教育課程」を見直すといった流れもある。

＜三つの自立＞
・学びの自立
・生活上の自立
・精神的な自立

学びの芽生え 自覚的な学び

（幼児期） （児童期）

人やものとのかかわりを通して、
より抽象的な概念等（物事の法
則性等）を認識していく

（幼児期の終わりから
児童期（低学年）の教育）

（児童期以降の教育）

資料２



教育基本法の体系

・教育の中で必要となる事項は主として、教育の基本事項（知・徳・体）、自分自身、社会と
のかかわり、自然との共生、日本人として国際社会とのかかわりの中で必要な事項からなる。

・学校は、幼児期から大学までこれらの教育を体系的かつ組織的に行うもの。

教育の目的

人格の完成を
目指し、

・平和で民主
的な国家・
社会の形成
者として必
要な資質を
備える

・心身ともに
健康な国民
の育成 ・家庭教育 ・社会教育

社会とのかかわり

教育の基本事項
（知・徳・体）

日本人として国
際社会とのかか
わりの中で必要
な事項

自分自身

自然との共生

義務教育
・各個人の有する能力の伸長

社会において自立的に生きる

基礎を培う

・国家・社会の形成者としての

基礎的な資質を養う

幼児期の教育
生涯にわたる人格形成の基礎を

培う

義務教育及びその後の教育の

基礎を培う（学教法）

教育の目標
主として

連携

※「幼児期の教育」・・・当該教育のうち、幼稚園担当部分（保育所、認定こども園の教育機能部分を含む）として使用。それ以外の教育は家庭教育、社会教育に含む。

学校教育

・心身の発達に応
じて体系的な教
育を組織的に行
う

・教育を受ける者
が、

学校生活を営む
上で必要な規律
を重んじる

自ら進んで学習
に取り組む意欲
を高める

大 学

一人の個人として、ま
た一人の社会の構成
員としてあるべき理想
の姿



幼 稚 園 教 育（学教法第２３条） 小学校教育（義務教育）の目標（学教法第２１条）

幼稚園・小学校教育の連続性・一貫性と「学びの基礎力」について

＜知＞
③ 身近な社会生活、生命及び自然に対する正しい理解
③ 身近な社会生活、生命及び自然に対する思考力の芽生え
④ 言葉の正しい使い方
⑤ 豊かな感性と表現力の芽生え

＜徳＞
② 家族や身近な人への信頼感
② 自律及び協同の精神
② 規範意識の芽生え
② 集団生活を通じて、喜んでこれに参加する態度
③ 身近な社会生活、生命及び自然に対する興味、態度
④ 相手の話を理解しようとする態度

＜体＞
① 健康、安全で幸福な生活のために必要な基本的な習慣
① 身体諸機能の調和的発達

＜徳＞
① 自主、自律及び協同の精神
① 規範意識
① 公共の精神
① 主体的に社会の形成に参画し、その発展に寄与する態度
② 生命及び自然を尊重する精神
② 環境の保全に寄与する態度
③ 伝統と文化を尊重し、それらをはぐくんできた我が国と郷土を愛する態度
③ 他国を尊重し、国際社会の平和と発展に寄与する態度
⑩ 勤労を重んずる態度

＜知＞
① 公正な判断力
③ 我が国と郷土の現状と歴史についての正しい理解
③ 外国の文化の理解
④ 家族と家庭の役割、生活に必要な衣、食、住、情報、産業その他の事項
についての基礎的な理解

④ 家族と家庭の役割、生活に必要な衣、食、住、情報、産業その他の事項
についての基礎的な技能

⑤ 生活に必要な国語の正しい理解
⑤ 生活に必要な国語を正しく使用する基礎的な能力
⑥ 生活に必要な数量的な関係の正しい理解
⑥ 生活に必要な数量的な関係を正しく処理する基礎的な能力
⑦ 生活にかかわる自然現象についての科学的な理解
⑦ 生活にかかわる自然現象について、科学的に処理する基礎的な能力
⑨ 音楽、美術、文芸その他の芸術についての基礎的な理解
⑨ 音楽、美術、文芸その他の芸術についての基礎的な技能
⑩ 将来の進路を選択する能力

＜体＞
⑧ 健康、安全で幸福な生活のために必要な習慣
⑧ 運動を通じた体力の向上
⑧ 心身の調和的発達

「学 び の 基 礎 力」 の 育 成

※上記の各項目は必ずしも＜知＞＜徳＞＜体＞に明確に区分されるものではないが、最も関係が深いと思われるものに整理している。



学級・学年

教科等の目標・内容に沿って選択された
教材によって教育が展開

個人、友達、小集団

「遊び」を通じた総合的な指導

教師が環境を通じて幼児の活動を方
向付ける

教育の方法等

教科カリキュラム
（学問の体系を重視）

経験カリキュラム
（一人一人の生活や経験を重視）

教育課程

到達目標
（「～できるようにする」といった

目標への到達度を重視 ）

方向目標
（「～味わう」「感じる」等の方向付けを重視）

教育のねらい・目標

小学校幼稚園、保育所、認定こども園

＜教育の特徴＞

＜教育要領・保育指針・学習指導要領＞

道徳、特別活動

体 育

図画工作

音 楽

算 数

国 語

低学年 中・高学年

道徳、外国語活動（高学年）、総合的
な学習の時間、特別活動

家 庭（高学年）

体 育

図画工作

音 楽

社 会

理 科

算 数

国 語

小 学 校幼稚園、保育所、認定こども園

健 康

人間関係

環 境

言 葉

表 現

生 活

幼児期の教育と小学校教育の特徴（「違い」）


